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『しろばんば』は昭和 35 年 1 月から 37 年 12 月にかけて『主婦の友』に連載された長編
小説である。物語の主な舞台は伊豆の小さな村落湯ヶ島で、時代背景は大正初期である。テ
クストは前編、後編と大きく二部に分かれている。前編では、主人公である少年洪作の小学
校 2 年生の春から 3 年生の秋まで、つまり母七重の妹にあたるさき子が湯ヶ島に戻ってく
る時から彼女の死までが、洪作の視点を中心に、時折語り手の視点をはさみながら描かれて
いる。後編では小学校 5 年生の秋から 6 年生の春先まで、すなわち洪作が 1 年年上の少女
あき子に淡い恋心を抱き始めた時から、洪作を預かっていた「おぬい婆さん」が亡くなり、
洪作が母親と一緒に湯ヶ島を離れていく時までが、やはりおおよそ時系列に描かれている。
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